
先日、利用者さんが、誰よりも早く伝え
たいと、玄関のドアから顔を出してヘル
パーを待っていました。長期に患っていた
味覚が戻ったというのです。ヘルパーは思
わず、「すごい、すごい！！」と一緒になっ
て喜びました。担当ヘルパーが事務所に
戻ってスタッフに報告してくれました。
「とても嬉しかった。人生ってこういう
日が来るんですね」勿論、スタッフ全員で
喜びました。
少しですが、「暮らし」に関わらせていた
だき、その方の「辛さ」「寂しさ」「悲しさ」「喜
び」「怒り」「優しさ」から見えるものを悩
みながらも寄り添うことで利用者の思いと
つながることが「介護のやりがい」ではな
いでしょうか。
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